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北海道函館市臼尻から採集されたモヨウフグ Arothron stellatus

小幡　光汰1)・河合　俊郎2)

(2023年 7月 11日受付，2023年 8月 16日受理)

Record of a pufferfish, Arothron stellatus (Tetraodontiformes : Tetraodontidae)  
from Usujiri, Hakodate, southern Hokkaido, Japan

Kota Obata1) and Toshio Kawai2)

Abstract

　　A single adult specimen of pufferfish, Arothron stellatus (Anonymous, 1798) (Tetraodontiformes : Tetraodontidae) was col-
lected from the Pacific off Usujiri, Hakodate, southern Hokkaido, Japan in November 2022.　The specimen represents the first 
and northernmost record in Hokkaido and Japan, respectively.　This individual is highly possibly considered to have been trans-
ported by the Tsushima Warm Current and the Tsugaru Warm Current.　Considering the difficulty of overwintering in cold tem-
perature around southern Hokkaido, we suggest that the transportation happened not during its planktonic stage, but when it was 
an adult.

Key words : Distribution, New record, Northwestern Pacific, Tsugaru Warm Current, Tsushima Warm Current

緒　　　　　言

フグ科 Tetraodontidaeモヨウフグ属 Arothron Müller, 1841
は，インド－太平洋の熱帯域を中心に分布し，サンゴ礁
および砂礫底などに生息する浅海性魚類である ［ただしホ
シフグArothron firmamentum (Temminck and Schlegel, 1850) は
亜熱帯域および温帯域に分布し，通常水深 100-400 mに生
息する］ (Matsuura, 2016 ; 松浦，2017)。本属は，鼻器に 2
つに分かれた皮弁があること，および体側の側線が 1本
のみであることによってフグ科の他の属から識別される 
(Fraser-Brunner, 1943 ; Matsuura, 2016 ; 松浦，2017)。本属
には 14有効種が知られ，このうち 12種が日本から記録
されている (Matsuura, 2016 ; 松浦，2017)。

2022年 11月に北海道南部太平洋沿岸の函館市臼尻沖に
設置された定置網により 1個体のモヨウフグ属魚類が漁
獲された。本研究では，本標本をモヨウフグ Arothron stel-
latus (Anonymous, 1798) に同定し，その形態を詳細に記載
するとともに，本種の北海道初記録ならびに日本周辺海
域における分布の北限記録として報告する。
計数・計測方法は基本的に Dekkers (1975) に従い，尾鰭

長，尾柄長および尾柄高はMatsuura and Toda (1981) に，眼
径および鰭条数はMatsuura (2016) に従った。標準体長 
(standard length) は SLと略記した。計測は原則としてノギ

スおよびデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，
SLの計測は巻尺を用いて 1 mm単位まで行った。本研究
に使用した標本は北海道大学総合博物館 (HUMZ) の魚類
標本コレクションとして登録・保管されている。モヨウ
フグの学名 Arothron stellatusの著者は，Fricke (1999) および
Fricke et al. (2023) の見解に従い Anonymous (1798) とした。

モヨウフグ
Arothron stellatus (Anonymous, 1798)

(Fig. 1)

材料

HUMZ 233162，468 mm SL，北海道函館市臼尻沖，定置
網，2022年 11月 4日。

記載

背鰭軟条数 12，臀鰭軟条数 11，胸鰭軟条数 20，尾鰭軟
条数 20。

SLに対する各部位の百分率 (% SL) : 胸鰭基部における
体幅 28.3，背鰭後端における体高 23.2，臀鰭起点におけ
る体高 25.4，口幅 12.7，頭長 39.5，吻長 21.2，吻端から鼻
器前端までの長さ 7.6，鼻器後端から眼までの長さ 15.3，
鼻器径 2.1，眼径 6.8，骨性両眼間隔 17.3，背鰭前長 74.8，
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臀鰭前長 77.3，最長背鰭軟条長 18.3，最長臀鰭軟条長
19.5，最長胸鰭軟条長 17.2，尾鰭長 26.5，尾柄高 15.0，尾
柄長 20.8，背鰭基底長 10.6，臀鰭基底長 8.6。
体は長楕円形でやや側扁する (Fig. 1A)。頭部は大きく，
頭部背縁は吻端から眼窩背縁にかけて緩やかに隆起する。
吻は丸みを帯びる。眼は大きく，鰓孔の上端よりわずか
に上方に位置する。両眼間隔域は平坦で幅広い (Fig. 1B)。
口は端位で，上顎は下顎よりわずかに前方に突出する。
両顎歯は嘴状で，上顎歯は下顎歯よりやや前方に突出し，
ともに分厚い唇に覆われる。鼻器は吻の背面に位置する。
鼻器の皮弁は 2つに分かれ，ともに葉状で厚い (Fig. 1C)。
鼻器の皮弁は後方の要素が前方の要素より大きい。鰓孔
は大きく胸鰭基底の直前に位置する。肛門は臀鰭起点の
直前に位置する。体表に鱗はない。眼，吻，喉部腹面，
腹面中央部，体側後部および各鰭の鰭膜と基底付近を除
き，体表に微小な棘が散在する。
背鰭および臀鰭は体の後部に位置し，外縁は円みを帯

びる (Fig. 1A)。背鰭基底および臀鰭基底は短い。背鰭起点
は臀鰭起点の直上よりわずかに前方に位置する。胸鰭は
体側の前部に位置し，後縁は円みを帯びる。胸鰭基底の
上端は鰓孔の上端よりわずかに下方に位置する。腹鰭は
ない。尾鰭は大きく，後縁は円みを帯びる。
眼の周囲を 1本の側線が囲み，この側線からは更に 4

本の側線が分枝する。眼を囲む側線の前部から前方に分

枝する側線は，鼻器の下方を通過し，鼻器前方で頭部背
面に向かう。眼を囲む側線の前部から下方に分枝する側
線は，頬部を通り，緩やかな弧状を描いて頭部腹面に向
かう。眼を囲む側線の後部から下方に分枝する側線は，
頬部を通り胸鰭基底の前下方に到達する。眼を囲む側線
の後部から後方に分枝する側線は，胸鰭基底の上方でさ
らに上方および後方に向かう 2本の側線に分枝し，この
うち上方に分枝した側線はまっすぐ背面に向かい，後方
に分枝した側線はゆるやかに下降しながら体側の後部に
向かい，尾鰭基底まで縦走する。
カラー写真 (Fig. 1)に基づく生鮮時の色彩 : 頭部および
体の背面および側面の地色は淡灰色または淡褐色で，多
数の小黒色点または黒色斑が密に分布する (Fig. 1A, B)。
体表の黒色斑は頭部および尾鰭基底の側面では小さく円
形を呈し，その他の場所では楕円形または虫食い状を呈
する。鼻器の皮弁は，外側には楕円形の黒色斑があり，
内側には網目状の模様がある (Fig. 1C)。鰓孔の前縁および
後縁は黒色。頭部と体の腹面の地色は，肛門より前方の
中央部では白色で，その周囲および肛門より後方では淡
灰色。肛門より前方の腹面には黒色斑がない。肛門より
後方の腹面には不定形の大小の黒色斑が密に分布する。
各鰭の地色は無色透明。背鰭，臀鰭および胸鰭には黒色
斑が密に分布し，各鰭の基底付近の黒色斑は大きく，特
に胸鰭基底では最も大きい。各鰭の黒色斑は鰭条に沿っ

Fig. 1.　Arothron stellatus, HUMZ 233162, 468 mm standard length.  Lateral view of body (A), dorsal view of head (B), and dorsal 
view of nasal organ on left side (C).　Anterior is to the left.



43̶　　̶

小幡・河合 : 北海道函館市臼尻のモヨウフグ

て並ぶ。体表の微小な棘は白色。背鰭，臀鰭および胸鰭
の最外縁は白色。尾鰭の後縁は白色。
固定後の色彩 : 頭部および体の背面および側面の地色

は淡灰色。その他の色彩は生鮮時とほぼ同様。

分布

本種はインド洋，西部および中部太平洋の熱帯域から
亜熱帯域を中心に広く分布する (例えば，久新ら，1982 ;  
Manilo and Bogorodsky, 2003 ; Fricke and Kulbicki, 2006 ;  
Hoese et al., 2006 ; Mellin et al., 2006 ; Veeruraj et al., 2011 ; 山
田・柳下，2013 ; Psomadakis et al., 2015, 2019 ; Stewart and 
Roberts, 2015 ; Patankar et al., 2018 ; Matsuura, 2022 ; Matsu-
ura and Motomura, 2022)。日本周辺海域において，本種は
日本海・東シナ海側では秋田県男鹿市 (秋田県水産振興セ
ンター，2014)，新潟県村上市 (本間，1962，1978 ; Honma 
and Kitami, 1978)，山口県萩市および長門市 (園山ら，
2020)，福岡県福津市 (鬼倉・栗田，2019) および鹿児島県
薩摩半島 (畑，2022) から，太平洋側では岩手県釜石市 (後
藤ら，2016)，宮城県南三陸町 (酒井，1986 ; 座間，2001)，
千葉県館山市 (近藤ら，2022)，神奈川県相模湾 (山田ら，
2014)，和歌山県みなべ町および白浜町 (池田・中坊，
2015)，高知県柏島 (平田ら，1996)，愛媛県愛南町 (平田ら，
2010)，宮崎県門川町 (三木，2021)，鹿児島県内之浦湾 (畑，
2020) および琉球列島 (例えば，Motomura et al., 2010 ; 松浦，
2018 ; 下瀬，2021) などから標本や写真に基づく確実な記
録がある。本研究によって北海道函館市臼尻における分
布も確認された。

備考

モヨウフグ属には以下の 14有効種，すなわちアラレフ
グ Arothron caeruleopunctatus Matsuura, 1994，ナガレモヨウ
フ グ Arothron carduus (Cantor, 1849)，Arothron diadematus 
(Rüppell, 1829)，ホシフグ，サザナミフグ Arothron hispidus 
(Linnaeus, 1758)，カスミフグ Arothron immaculatus (Bloch 
and Schneider, 1801)，Arothron inconditus Smith, 1958，スジモ
ヨウフグ Arothron manilensis (Marion and Procé, 1822)，ケショ
ウフグ Arothron mappa (Lesson, 1831)，ミゾレフグ Arothron 
meleagris (Anonymous, 1798)，タスジフグ Arothron multilin-
eatus Matsuura, 2016，コクテンフグ Arothron nigropunctatus 
(Bloch and Schneider, 1801)，ワモンフグ Arothron reticularis 
(Bloch and Schneider, 1801)，およびモヨウフグが知られて
いる (Matsuura, 2016 ; 松浦，2017)。これら 14種のうち，
本標本が有する次の特徴はモヨウフグのみと一致する :  
背鰭および臀鰭軟条数がそれぞれ 12および 11 (モヨウフ
グでは 11-12および 11なのに対し，ホシフグでは 14およ
び 13-14) ; 眼の周囲に同心円状または放射状に走る模様
がない (モヨウフグではないのに対し，アラレフグでは同
心円状の模様があり，ケショウフグでは放射状に走る模
様がある) ; 口の周囲に暗褐色域がない (モヨウフグでは
ないのに対し，コクテンフグおよび A. diadematusではあ

る) ; 背側および体側に多数の小黒色点または黒色斑があ
る (モヨウフグでは多数の小黒色点，黒色斑または黒色の
網目模様があるのに対し，ミゾレフグでは多数の小白色
点があり，ナガレモヨウフグでは多数の黒色縦線があり，
タスジフグでは多数の白色縦線があり，カスミフグでは
点，斑紋および線などの模様がない) ; 腹側に縦線がない 
(モヨウフグではないのに対し，サザナミフグ，スジモヨ
ウフグ，A. inconditusおよびワモンフグではある) (松浦，
1984，2017 ; Matsuura, 1994, 2016, 2022 ; 山田・柳下，2013)。 
また，本標本の上顎歯は下顎歯より前方に突出する，お
よび体表に微小な棘が散在するなどの特徴は，本種の原
記載 (Anonymous, 1798) に記された特徴および原記載の情
報の引用元である Lacepède (1798) の“Le Tétrodon Étoilé”の
記載に記された特徴と一致する。したがって，本研究で
は本標本をモヨウフグに同定した。
日本から知られるモヨウフグ属魚類 12種はいずれも南
日本を中心に分布し，北日本からの記録は少ない (例えば，
本間，1978 ; 酒井，1986 ; 塩垣ら，2004 ; 秋田県水産振
興センター，2015)。北海道からは，せたな町沖の日本海
におけるホシフグの記録 (永野ら，2010) および網走市沖
のオホーツク海におけるサザナミフグの記録 (高田ら，
2009) の 2例のみが知られ，これまでにモヨウフグは報告
されていなかった (例えば，上野，1966，1971 ; Amaoka et 
al., 1989 ; 前田・筒井，2003 ; 岸本ら，2018 ; 尼岡ら，
2020)。また，モヨウフグの日本周辺海域における北限記
録は，日本海側では秋田県男鹿市 (秋田県水産振興セン
ター，2014) であり，太平洋側では岩手県釜石市 (後藤ら，
2016) であった。したがって，本標本 (HUMZ 233162) は本
種の北海道初記録ならびに日本周辺海域における北限記
録となる。
モヨウフグは成長によって体色が変化し，幼魚では体
の地色が黄色，橙色または褐色で体側に黒色の帯状斑が
あるのに対し，成魚では地色が白色または淡灰色で背側
に多数の小黒色点または黒色斑があり，腹側に模様がな
いことが知られる (Kuthalingam et al., 1973 ; 松浦，1984，
2017 ; 酒井，1986)。本標本の体色は後者に一致した (Fig. 1)。
したがって，本研究では本標本が成魚であると考えた。
本標本が漁獲された函館市臼尻の周辺海域では，季節
によって水塊構造が大きく変化することが知られる。す
なわち，冬から初夏にかけてはオホーツク海から流入し
た親潮系水が卓越する一方で，夏から秋にかけては津軽
海峡を通じて日本海側から太平洋側に流入した津軽暖流
水が卓越する (大谷ら，1971 ; 大谷・木戸，1980 ; 小林ら，
2006)。津軽暖流は，日本海を北上する対馬暖流から分岐
した海流である。そのため，特に津軽暖流水が卓越する
秋には，対馬暖流によって南方から輸送されたと推測さ
れるような，主に南日本に多く分布する魚類が同海域か
ら報告されている (例えば，田中ら，2009 ; 鶴岡ら，
2009 ; 木 村 ら，2018 ; 百 田・ 宗 原，2019 ; 東・宗原，
2021)。今回漁獲されたモヨウフグも対馬暖流によって南
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方から輸送されたと考えられる。また，過去に岩手県お
よび宮城県から報告されたモヨウフグ (酒井，1986 ; 後藤
ら，2016) は，津軽海峡を通過した後に津軽暖流によって
東北地方の太平洋沿岸を南下しながら輸送されたものと
考えられる。
今回漁獲されたモヨウフグのように，熱帯域や亜熱帯

域を中心に分布する浅海性魚種の成魚 1個体が，その分
布の中心から離れた本州以北の沿岸域で採集される事例
はこれまでにも数多く報告されている。その中には，暖
流によって南方から輸送された仔稚魚が本州以北の沿岸
域で着底し，そこで成魚まで成長したと考えられている
事例がある (例えば，Motomura et al., 2007a ; Murase et al., 
2018 ; 荒井・佐藤，2021 ; Motomura and Matsunuma, 2022)。
一方，成魚が暖流によって南方から偶発的に輸送された
と考えられている事例もある (例えば，Motomura et al., 
2007b ; 瀬能ら，2013 ; 松沼ら，2019 ; 小枝，2022 ; 本田ら，
2023)。もし前者のように，本標本が仔稚魚期に北海道南
部まで輸送された個体である場合，その体サイズが 468 
mm SLと大型であることから，採集の前年までに着底し
越冬したと考えるのが妥当である。しかし，2022年 1月
から 3月までの北海道南部周辺の海面水温および表層水
温 (水深 50 m) は基本的に 10°C未満であり (気象庁，
2022a, b)，モヨウフグが繁殖していると考えられている南
日本では基本的に 15-20°C以上であった (気象庁，2022a, b) 
のと比べるとかなり低く，本種が北海道南部周辺で越冬
可能であったとは考えにくい。したがって，今回漁獲さ
れたモヨウフグは，2022年の秋に成魚として暖流によっ
て北海道南部周辺まで輸送された可能性が高い。これま
でに秋田県および岩手県からも本種の成魚が報告されて
いることから (秋田県水産振興センター，2014 ; 後藤ら，
2016)，分布の空白域である青森県をはじめ，今後も北日
本の広範囲で本種の成魚が確認される可能性がある。
モヨウフグは他の多くのフグ科魚類と同様に，皮膚お

よび体内に強力な神経毒であるテトロドトキシンを保有
する (照屋ら，2006 ; 山田・柳下，2013)。本種の肝臓およ
び卵巣からは非常に高い毒量が検出され (Khora et al., 
1991 ; 照屋ら，2006)，国内外で誤食による食中毒が発生
している (大城，2003 ; Joseph et al., 2021)。また，沖縄県
では筋肉が食用とされているが，その安全性については
十分に検証されていない (照屋ら，2006)。したがって，本
種は普段漁獲されない海域からも採集されることがある
ため，本種が有毒であることを広く周知する必要がある。
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大学院水産科学研究院の今村　央教授および同大学院水
産科学院海洋生物学講座の井黒浩輔氏には本研究に関し
て有益なコメントをいただいた。以上の皆様に謹んで御
礼申し上げる。本研究の一部は JSPS科研費 JP23K05364
および JST次世代研究者挑戦的研究プログラム JPM-
JSP2119の助成を受けて行われた。
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